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さわって，つくって，楽しい科学

「第９回科学体験フェスティバル in 徳島」へようこそ

科学体験フェスティバル in 徳島　　　

実行委員会委員長　矢 野 米 雄　

（徳島大学工学部長）　
　

　「科学体験フェスティバル in 徳島」の開催が，今年で第９回になります。昨年に引き続き，

今年も多くの企画を用意いたしております。メインテーマとしては，今年も「科学忍者ワー

ルド」を企画しました。今年は，さらに企画を練り上げています。時代劇に出てくる忍者が

現代の科学を用いた忍術を使うとしたらどうなるか体感してください。その他にも様々な楽

しく，おもしろいブースがありますので，心ゆくまでさわって，納得のゆくまで体験してく

ださい。 

　科学というと難しそう，私には関係ないというイメージを持たれる人が多いかと思われま

すが，そうではありません。インターネット，プラズマテレビ，デジカメ，携帯電話等，私

たちの身のまわりには，科学技術によって作られたものがごく当たり前のようにあるのです。

そのひとつひとつが“なぜ，どうして？”という疑問・好奇心から生まれているのです。ま

ずは，皆さんのまわりにあるちょっとした科学の不思議に触れてみてください。 

　“おや，不思議だな，なるほど”と自分自身で，経験してください。その意外な面白さを感

じてください。そして，ご家族の方やお友達に今日体験したことを教えてあげてください。

きっと“私にもできるんだ”という満足感があなたのなかに沸いてくるはずです。“百聞は一

見にしかず”ということわざにもあるように，科学というものは，何も白衣を着た人がする

すごく難しいことではなく，今体験したこれが，科学への第一歩なのだということを知って

いただけたら幸いです。 

　最後に，この「科学体験フェスティバル in 徳島」を支えていただき，協力してくださっ

た多くの方々に心からお礼を申し上げます。徳島県教育委員会，徳島市教育委員会，小学校

教育研究会理科部会，中学校教育研究会理科部会，高等学校教育研究会理科学会，徳島県Ｐ

ＴＡ連合会，徳島県高等学校ＰＴＡ連合会及び四国経済連合会からは後援をいただきました。

また，日亜化学工業からは協賛を，阿波銀行，四国電力徳島支店からは共催と多大のご協力

をいただきました。そして何よりも，より多くの“参加者”によって，この催しがより一層

大きく育てられていくものと思っております。 

　また，高校生のための「体験大学院」，技術者のための「エンジニアリングフェスティバ

ル」も毎年開催しております。興味のある方はそちらの方も参加していただければ，より科

学技術に対する理解と興味を喚起するものと思っております。 

　みなさん方と科学体験フェスティバルでお会いできますことを楽しみにしております。ど

うかご家族の方，先生方，お友達と一緒にぜひお越しください。お待ちしております。
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